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婦人科がん化学療法の進化 
―最適レジメンと管理を考える―
企画　宮城悦子

Ⅰ．レジメン選択に関する検査
  1 ．子宮頸がんにおける PD—L1 検査   村岡枝里香・他  221

  2．DNAミスマッチ修復機能低下の検査   藪野　彰・他  227

  3 ．卵巣がんにおける相同組換え修復欠損検出検査   尾堀佐知子  235

Ⅱ．子宮頸がん初回治療
  4 ．同時化学放射線療法による初回治療時の 

化学療法レジメン   馬屋原健司・他  241

  5 ．広汎子宮全摘出術後の補助化学療法 
―化学療法・CCRT―   古澤啓子  246

Ⅲ．再発・進行子宮頸がん
  6 ．ペムブロリズマブを含む多剤併用療法 

―ベバシズマブはどう使う？―   平澤　猛  250

  7 ．セミプリマブはどう使う？   久慈志保・他  263

Ⅳ．子宮体がん
  8 ．子宮体がん初回治療 

―術後の補助化学療法の選択―   野村弘行  273

  9 ．進行・再発子宮体がん治療―ペムブロリズマブをどう使う？ 
レンバチニブとの併用は？―   温泉川真由  279

10．妊孕性温存，進行体がんにおける 
高用量MPA療法のポイント   北澤晶子・他  283
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Ⅴ．進行上皮性卵巣がん・卵管がん・腹膜がん
11．進行上皮性卵巣がん・卵管がん・腹膜がんの初回化学療法 

―conventional TC か dose—dense TC か？ 
ベバシズマブを併用する？―   池内香子・他  289

12．進行上皮性卵巣がん・卵管がん・腹膜がん初回化学療法後の 
腫瘍残存症例―1）プラチナ感受性症例への PARP 阻害薬の 
選択は？   鶴田智彦・他  295

13．進行上皮性卵巣がん・卵管がん・腹膜がん初回化学 
療法後の腫瘍残存症例―2）プラチナ抵抗性腫瘍へ 
の化学療法選択は？   髙取恵里子・他  303

Ⅵ．その他の悪性腫瘍
14．卵巣胚細胞腫瘍に対する化学療法レジメン 

―難治性・再発例も含めて―   玉内学志・他  311

15．子宮肉腫に対する化学療法レジメン選択の 
基本的な考え方   竹原和宏  316

16．絨毛がんに対する多剤併用療法のレジメン選択 
  片山恵里・他  321

連　載
漢方よもやま話　第 3回
　加味逍遙散   能㔟充彦  328

弁護士が答えます！法律にまつわるあれこれ
　患者さんが診察に納得されず，診察室から 
出て行ってくれないときの対応は？   福原正和  332

専門医・認定医をとろう！私の体験記　第 9回
　日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医（腹腔鏡） 
（日本産科婦人科内視鏡学会）  黒田健治  334

症　例
レンバチニブおよびペムブロリズマブ併用療法後に 
大動脈解離が生じたと考えられる子宮体がんの 1例 
  東元孔志・他  337
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X（旧 Twitter）はじめました！
●アカウント名：�診断と治療社　産科と婦人科編集室
　　　　　　　　（@sankatofujinka）
● �URL：https:／／twitter.com／sankatofujinka
　�最新号や日常診療に役立つ情報，編集作業の様子などをお届けして�
います．
　�読者の皆様をはじめ幅広くつながれる場所になればうれしいです！

お知らせ   261

投稿規定   344

バックナンバー   350

次号予告   352
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